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1. 背景. 背景

歯科衛生士教育における

早期臨床教育の必要性早期臨床教育の必要性

臨床に必要な知識と技能の修得

患者とのコミュニケ ションスキルと信患者とのコミュニケーションスキルと信
頼関係を築く機会の獲得



従来までの歯科衛生士教育
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上級生が下級生に教える屋根瓦方式の教育シス
教 側 解を め 教 側 学テムは、教える側の理解を深め、教わる側の学習

へのモチベーションを高める方法として知られて
いる

導本学歯学部における屋根瓦方式による 教育システムの導入

２００６ 歯学科４年生 臨床体験実習２での導入２００６ 歯学科４年生 臨床体験実習２での導入

日本歯科医学教育学会・第6回教育システム開発賞受賞
大山 篤 関田俊明 長澤敏行 南 一郎 渡辺希江

２００７
大山 篤、関田俊明、長澤敏行、南 一郎、渡辺希江、
俣木志朗、木下淳博：歯学科4年生が臨床実習中の6年生に
教わる臨床体験実習プログラムの開発、第26回日本歯科医教わる臨床体験実習プログラムの開発、第26回日本歯科医
学教育学会学術大会発表

２００８
「質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」採択

２００８
質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」採択

→歯学部全体の取り組みへ

２００９ 口腔保健学科での導入２００９ 口腔保健学科での導入



臨床体験実習の実施スケジュール
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本プログラムの目的

3年生

• 臨床現場における実習を通して、上級生のアシスタント

を行い 臨床上必要な知識や患者さんへの対応を学ぶを行い、臨床上必要な知識や患者さんへの対応を学ぶ

• ３年後期から始まる臨床実習に向けて 具体的な目標を３年後期から始まる臨床実習に向けて、具体的な目標を

持つ

4年生

• 学生用診療室で、下級生に教える経験を通して、自らの

臨床における知識と技能を深める



学生用診療室における臨床実習体験実習学生用診療室における臨床実習体験実習

バキューム操作 器具の準備

4年生 4年生3年生 3年生4年生 4年生3年生 3年生

4年生4年生
3年生

3年生

記録の補助診療録からの情報収集



3年生の実習記録
薬理や病理については勉強したが、現時
点で覚えていることは少なく 今の私は

主訴

点で覚えていることは少なく、今の私は、
とても知識不足だと感じ、外来に出るま
でには、きちんと復習しておかなければ

歯によく物がはさまる
冷たいものがしみる

ならないと強く思った。

現病歴

既往歴 骨粗鬆症
注意すべき薬剤注意す き薬剤
抜歯やインプラントなどの外科処置や
局所感染に十分注意する
顎骨壊死や顎骨骨髄炎に注意

4年生が問診の際に、意識して患者さんに
聞いていることとして、｢お口の中をどの顎骨壊死や顎骨骨髄炎に注意

ビスホスホネート系製剤（骨吸収抑制）
アレドロン酸ナトリウム水和物
リセドロン酸ナトリウム水和物

聞いていることとして、 お の中をどの
ようにしていきたいか｣を必ず聞き、介入
方法を考えていると言っていた。私も工
夫して患者さんとコミュニケーションをリセドロン酸ナトリウム水和物

（フォサマック錠、ボナロン錠、

ベネット錠、アクトネル錠）

夫して患者さんとコミュニケ ションを
とり、口腔ケアを実践できるようにした
い。



4年生から3年生へのフィードバック

疑問に思った事や知りたかったことを疑問に思った事や知りたかったことを
十分説明できなかったように思います。

どのように介入すどのように介入す
るのが、この患者
さんにとって最善

TBI 1つをとっても

患者さんへの私た
ちの介入には責任なのかは、私も試

行錯誤している段
階です

ちの介入には責任
を伴いますが、そ
れがやりがいでも階です。 れ やり も
あるかなと思いま
す。患者さんと話す
のはとても楽しいのはとても楽しい
ので、秋からの臨
床実習がんばって床実習
下さいね！



2. 方法

相互実習中の前期及び臨床予備実習中の後期に、下級生で

ある3年生が診療のアシスタント、検査の記録、歯科衛生業務

記録の記入方法などを 上級生の4年生から教わる臨床体験実記録の記入方法などを、上級生の4年生から教わる臨床体験実

習を実施した習を実施した

実習後に臨床体験実習に関する評価と自由記述による回答実 後 臨床体験実 関する評価 記述 る 答

を求めた

対象

本実習に参加した３年生２０名4年生24名

計44名（回収率100%）計44名（回収率100%）



どちらかというとどちらかというと

3. 結果 3年生 単位：人

体験実習の学習目標を達成できたと思いますか
前期 1127

そう思わないどちらかというと、
そう思わない

どちらかというと、
そう思う

そう思う

体験実習の学習目標を達成できたと思いますか

患者の全体像を把握できたと思いますか
前期 4 16

6 14

後期

後期

口腔ケア実習の流れを把握できたと思いますか

患者の全体像を把握できたと思いますか

前期 7 11 2

3 14 3

1 1117後期

後期

体験実習に興味を持ちましたか
前期 14 6

1811

1 1117

後期

後期

今回の経験が将来役に立つと思いますか 前期 19 1

15 4 1後期

後期

体験実習を通して他の講義や実習に関心を持ち
ましたか

前期 9 11

9 10 1後期

体験実習をもっとやりたいですか
前期 9 11

8 11 1後期

体験実習を今後も継続するべきだと思いますか
19 1

15 5

前期

後期



3. 結果 4年生
どちらかというとどちらかというと

単位：人

体験実習は３年生にとって学習効果が高い

そう思わないどちらかというと、
そう思わない

どちらかというと、
そう思う

そう思う

体験実習は３年生にとって学習効果が高い
と思いますか？

体験実習は4年生にとって学習効果が高い

159

体験実習は4年生にとって学習効果が高い
と思いますか？

10 13 1

体験実習に興味を持ちましたか？ 11 12 1

今回の経験が将来役に立つと思いますか？ 10 14

7 13 4
体験実習を通して他の講義や実習に関心
を持ちましたか？

1体験実習をもっとやりたいですか？ 7 313

1211 1体験実習を今後も継続するべきだと思いま
すか？



学生の感想（3年生）
• もっと早く実施してほしかった

• 自分にとっての課題を見つけることができた

臨床 感を味わ た• 臨床現場での緊張感を味わえた

実際の流れがわか たし 補助をして気づいたこともたくさんあ• 実際の流れがわかったし、補助をして気づいたこともたくさんあっ
たので勉強になった

• 実際に見て、体験することで、４年生時にすべきこと、これからす

べきことが少し具体的になってきた気がする

• 診療室の広さに対して、中にいる人の人数が多すぎる気がした

• ４年生がどのように対応しているかを実際に見て学べた



学生の感想（4年生）

• 教えることにより知識を改めて確認できた

自分自身の知識内容や技術面を再度考えなおす機会にな た• 自分自身の知識内容や技術面を再度考えなおす機会になった

• 社会に出ると、後輩に伝えたり教えたりすることがあると思う社会に出ると、後輩に伝えたり教えたりすることがあると思う
ので、分からない人に対しての説明の仕方や指導の仕方を学ぶ
上で、いい機会になった

• 教える側としては、見られて診療を行うので少々緊張した

• 3年生自身が患者さんともう少し触れ合えるような機会をもてれ
ばと思った

• 今の4年生は、臨床体験実習を経験していないが、体験した方
がよいと思 たがよいと思った

• あまり時間もなくてしっかり説明できなかったあまり時間もなくてしっかり説明できなかった



考察考察

• 体験実習に対する学生からの評価は高く、

早期 実施や複数回 実施を望む声も見早期の実施や複数回の実施を望む声も見

受けられた受けられた

• 限られた実習期間では、得られる知識や

経験には限界があるため、本結果をふま

え より効果的に実施できるよう実習時え、より効果的に実施できるよう実習時

期や回数等さらなる検討が必要であると期や回数等さらなる検討が必要であると

考えられた



考察考察

4年生からの評価の中には、一部で否定的

な意見が見受けられたな意見が見受けられた

上級生である4年生は、負担を感じている上級生である4年生は、負担を感じている

可能性が考えられる。教える側である上

級生への心理的負担感について考慮が必

要である要である



結論結論

歯科衛生士教育における下級生が上級歯科衛生士教育における下級生が上級

生に教わる臨床体験実習に対する学生の生に教わる臨床体験実習に対する学生の

評価は高く、今後もシステムの継続と充

実を図る必要がある


